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「離床センサ」の本格販売を開始 
～独自開発の「SR 技術」により高精度な離床検知を実現～ 

 

 住友理工株式会社（本社：愛知県小牧市、代表取締役社長：西村義明）は、柔軟で耐久

性の高い当社独自開発のオールゴム製触覚センサ「スマートラバー（SR）センサ」を開発

し、その SR 技術をコアに、様々な介護製品の創出をすすめております。当社は、同技術

を応用し、病院や介護施設が導入しているナースコールシステムに接続が可能な「離床セ

ンサ」を開発。この度、本格的な販売を開始し、医療機器メーカー等に向けて製品を供給

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離床センサはマットレスの上に敷いて使用するタイプの製品で、利用者の体圧を計測し、

離床を検知した場合はナースコールシステムを通じて看護師や介護福祉士に素早く知らせま

す。薄くて柔らかい素材でできており、体圧を多くのポイントで計測する多点計測（64点）

が可能な点が、本製品の大きな特長です。これによって利用者のベッド上での状況を正確に

検知することができるようになり、誤報を大幅に減らすことにつながっています。誤報の低

減による看護師・介護福祉士の負担の軽減が期待できます。 

 

当社は、10 月 1 日に新たに健康介護事業室を発足し、医療・介護・健康市場へ本格展開

するための体制を整えました。新体制の下、すでに販売を行っている体圧検知センサ「SR

ソフトビジョン」、そして今回の離床センサの販路拡大を積極的に展開していきます。 

また、当社では、経済産業省ロボット介護機器開発・導入促進事業の支援を受けて開発

を行っている「高機能見守りプラットフォーム」などの新製品の創出を加速させます。こ

れらの活動を通じて、被介護者の QOL（生活の質）の向上と、より安全で快適な医療・ 

介護の実現に貢献してまいります。 

 

＜離床センサ（センサシート）仕様＞ 

・ 寸法：W1,430mm×H506mm×D16mm  

・ 質量：約 1,030g 

・ 材質：ポリ塩化ビニル（色：ライトグレー） 

 

以 上 
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離床センサ使用イメージ 

※実際はマットレスとシーツの間に設置して使用します。

離床センサ 


